
 

2020・2021年にキャンセル・延期したFF交流について 

長引くCovid-19の影響により、多くのFF交流(以下 “交流” と略します)がキャンセル・延期と
なりました。 
多くのクラブが2020・2021年の2年間にアサインされている交流を延期する方向で考えている
と思います。FFIも状況の変化に合わせて、そのようにやりくりする努力をしていますので、皆
様の柔軟な、ご理解を頂ければ有難いと思います。 

ご存じのように、交流のマッチングはコンピューターではなく、スタッフの手作りで、毎年実
施しており、実施時期、受入可能人数、希望渡航先等、詳細を確認して進めます。特に受入可
能人数・受入可能回数・受入可能時期は重要事項です。 
ですから、2020-2021年の交流を2022年・1年に集中して延期することは上手く行きません。次
にいくつかの参考事例を紹介いたします。 

下記がCovid-19の影響を受けたFF交流を進めるFFIプラン例です。 

- 前に書きましたように、Covid-19の影響でキャンセルになった2020年の交流について
は、各AC・各 HCと相談しながら、再スケジュールを調整いたします。このことは、皆
様のクラブや地域の状況に応じて、2021年か2022年に再スケジュールすることになり
ます。 

2021年の交流が、政府の旅行規制によってキャンセルになっている場合、近い将来に交
流が成功すると確信が持てる日程を見定めるべく、最善の努力を続けます。 

皆様の交流が、政府による旅行規制以外の理由でキャンセルの場合、マッチングはキャ
ンセルとして、他クラブと再度アサインいたします。年間マッチングプロセス期間中で
したら、再アサインをリクエストできます。 

　　　2022年の交流マッチングプロセスは今年末頃に実施します。皆様は、2020年又は2021年
の延期・キャンセルされた交流について、希望をお知らせ下さい。受入可能人数や受入
可能回数の制約があるので、これら延期になった交流の全てをマッチングすることは出
来ないと思いますが、これらを優先的にマッチングするよう努力いたします。 



なぜ、2020年と2021年の延期された交流をすべて確約することはできないのですか？ 

次に挙げるのが、最も納得いただける事例になると思います。 

クラブAは2020年にクラブBと１週間アサインされたがCovid-19が原因でキャンセルされまし
た。両方のクラブは2022年に延期することに、合意いたしました。 

クラブCは2021年にクラブBと１週間の交流をアサインされましたが、旅行規制で交流をキャン
セルしなくてはなりません。クラブCは交流を2022年に延期することを希望致します。 

しかし、クラブBは１年に１度のみ受入可能のため、2022年にクラブAとクラブC両方を受入す
ることが出来ません。 

2022年のマッチングプロセス期間中に、このような事例が多く起こることが予測されます。 
FFIは各クラブの希望（受入クラブの希望も含め）を集約して、2022年のマッチングを決定い
たます。 

毎年350件以上の交流が世界で実施されており、パンデミックの影響があって、マッチングプロ
セスは、かなり時間がかかるでしょう。皆様のクラブの受入、渡航について、スタッフに直接
お知らせください。皆様の希望に寄り添って、マッチングを進めたいと思っております。 


